
四つのテスト
言行はこれに
照らしてから

１.真実かどうか？ 

２.みんなに公平か？

３.好意と友情を深めるか？

４.みんなのためになるかどうか？
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第 1254 回 例会 （2026 年 10 月 2 日）

例会場：厚木アーバンホテル
例会日：毎週金曜日 12：30 ～ 13：30
事務局：厚木市栄町1-16-15 厚木商工会議所 2 階

2026－27年度
ＲＩメッセージ

「持続可能なインパクトを生み出そう」
厚木県央ロータリークラブ テーマ

「共感が、インパクトを生む一年」

会　長　能勢 健一
副会長　和田 貴樹
幹　事　今井 美咲

■点鐘　…能勢健一会長

■斉唱　…君が代・奉仕の理想

■ゲスト紹介

社会医療法人社団三思会東名厚木病院総務課
溝本祐介様

■会長報告

◎ガバナー事務所　より
・ロータリー財団地域セミナーのご案内
・第55回　ロータリー研究会のご案内　2信
・財団室NEWS　2026年10月号
・第62回　親睦テニス会　開催のご案内
・財団室ＮＥＷＳ
・10月ロータリーレート　1ドル＝157円

◎社会福祉法人神奈川県共同募金会　より
・令和8年度（第80回）赤い羽根共同募金へのご協力の

お願い

■スマイル

能勢健一会長・今井美咲幹事
本日は東名厚木病院より事務部総務課の溝本祐介様が
お越し下さいました。例会行事はクラブ管理運営委員会
による「ロータリー事務局についてもっと知ろう！盛り
盛り知ろう！森志朗」です。長年ご尽力頂いている浅井
さんに感謝申し上げます。

土屋義行君
この度保護司として、令和8年度 法務大臣表彰を頂きま
した。

松本　豊君・井　寛明君
先週26日地区奉仕事業推進委員会のセミナーで地区内ク
ラブの176事業のうちの代表的事業紹介の3事業の一つと
して2人でラオフレンズ小児病院支援事業について話さ
せていただきました。沢山の皆様から高い評価をいただ
き、又地区委員会からも御礼の言葉をもらいました。また
今週赤尾さんが外務大臣表彰を受賞されました。

クラブ管理運営委員会
遠藤典孝君・石井　卓君・森　志朗君・田口幸一君
立脇孝二君・武藤元秀君・花上　滋君
いつもありがとうございます。本日は当委員会が運営す
る例会です。進行は遠藤と石井さんで、浅井さんの魅力を
引き出そうと思っております。よろしくお願い致します。

春日清則君
10月11日AM9：00から厚木市柔道選手権大会が開催さ
れます。参加をお待ちしてます。
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岡見　健君
我がままなロータリーのメンバーを影ながら支えてく
れている浅井さん感謝。これからも身体に気を付けて頑
張って下さい。

事務局 浅井さん
会員の皆様お世話になっております。本日は卓話の時間
をいただきありがとうございます。少し早いですが長い
間お世話になりました。

守屋孝則君・神崎　進君・松澤修身君・荻野洋一君
関野耕正君・落合康弘君・大谷　元君・新川　勉君
臼井欽一君・山田幹男君・和田貴樹君・三竹厚行君
山口昌興君・岩堀美子君
スマイルボックス

■会長タイム

皆さん、こんにちは。早いもので、今年度が始まって 3
か月が経過しました。もう4 分の 1ですね。とは言いなが
ら、私はまだ少しふわふわしておりまして（笑）、会長とし
ての実感が十分に湧いていないところもあります。

ただ、10 月に入りますと、いよいよ奉仕活動や行事が
一気に加速してまいります。野球大会、地区大会、柔道
大会、あゆ祭り後の早朝清掃、そして献血活動と、行事
が目白押しです。ぜひ多くの皆さんにご参加いただき、今
年度のテーマである「共感」のとおり、一緒に活動し、一
緒に感じる時間を増やしていきたいと思っています。

そして本日、もう一つ嬉しいニュースが飛び込んできま
した。私たち厚木県央ロータリークラブが国際奉仕事業と
して支援している、フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー
JAPAN の赤尾和美さんが、このたび外務大臣表彰を受
賞されました。外務大臣表彰は、日本と諸外国との友好
親善に顕著な功績のあった個人や団体を表彰するもので
す。赤尾さんはラオ・フレンズ小児病院でアウトリーチ部
長を務め、訪問看護や予防活動、患者さんやご家族への
支援など、病院の外にも足を運びながら活動を続けてこら
れました。

私たちが支援している活動に携わる方が、このような素
晴らしい評価を受けられたことを、クラブとしても大変うれ
しく思います。赤尾さん、本当におめでとうございます。

さて、本日の例会は、「ロータリー事務局についてもっと
知ろう！」というテーマです。私たちは普段、例会に来れ
ば資料が準備され、地区からの連絡が届き、会費や支払
いの手続きも進み、さまざまな行事が当たり前のように開
催されています。ロータリーには会長や幹事といった役員
がいますが、そうしたクラブの活動を日常の実務面から支
えてくださっているのが事務局です。

実はロータリーの歴史を振り返っても、1910 年に現在
の国際ロータリーの前身となる組織が誕生した際、チェス
リー・ペリーという人物が事務を担い、その後のロータリー
の発展を支え、RI（国際ロータリー）の初代事務総長となっ
た方がいたそうです。

また、前回の例会でご説明した、ロータリーの国際的
機関雑誌の初代編集長にもなった方です。ポール・ハリス
からは、「ロータリーを築き上げた人」とも評された人物で
す。つまり、ロータリーは会員の奉仕によって成り立ってい
ますが、その活動を陰で支え、そして次へとつないでいく
事務局の存在も、非常に大きいのだと思います。

私自身、会長になってから事務局と関わる機会が増え、
そのありがたさをこれまで以上に感じています。今回、浅
井さんが来春で退職されることになったことを一つのきっ
かけとして、今日は改めて、「事務局とは何なのか」「私た
ちのクラブにとって、これからどのような事務局体制がよ
いのか」を、皆さんと一緒に考える機会にしたいと思いま
す。それでは、本日もどうぞよろしくお願いいたします。

■今日のお花

トルコキキョウ（北アメリカ）
花言葉（感謝・希望・永遠の愛）

ガーベラ（南アフリカ）
花言葉（希望・前向き）
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■例会「ロータリー事務局についてもっと知ろう！盛り盛り知ろう！森志朗！」

担当：クラブ管理運営委員会

■出席報告　＜会員34名、出席対象34名＞

10 月 2 日例会　　出席 32 名　　欠席 2 名　　出席率 94.12%

■四つのテスト

荻野洋一君
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